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子どもたちに科学絵本や読み物を紹介す

ると、好奇心いっぱいで読み始め、次第に

目がキラキラしていきます。 

子どもの中にある「科学のタネ」を発芽さ

せるこのような科学読み物は、どのような工

夫をして作られているか興味を持ち、編集

者に聞いてみました。 

 

大人の「見守り」が科学のタネを育てる 

 

 

「ふしぎだと思うこと これが科学の芽です。

よく観察してたしかめ そして考えること こ

れが科学の茎です。そうして最後になぞが

とける これが科学の花です」 

これは、『科学のタネを育てよう―物語で

わかる理科の自由研究』４冊シリーズ巻頭

に書かれた、朝永振一郎博士の言葉です。 

水のしっぽ（物理）、シロツメクサの花のか

たち（生物）、校庭と畑の土の違い（地学）、蒸

しパンの色の変化（化学）という身近な謎（科

学のタネ）を取り上げています。謎を見つけた

子どもたちは、仮説を立て、研究ノートに記録

し、対話をしながら探究していきます。 

先生は子どもを見守り、気付きを褒め、研

究方法について適所でヒントを与え、その取

り組みを共に喜んでいます。 

少年写真新聞社編集者の野本雅央さん

は、大正期の科学読み物からヒントを得て、

身近な謎を突き止めていく過程を物語仕立

ての本にしました。 

現在の小学校教育で求められている「科

学的な探究活動」や「主体的、対話的で深

い学び」の意味を、物語を通じて教えてくれ

ます。 

野本さん自身小さい頃、本で見つけた実

験・観察に挑戦し、失敗しても親や先生に良

い経験だと受け止めてもらったことで、理科

好きになったとか。 

子どもたちに実験・観察を指導する活動

から「子ども自身で行った理科実験・観察が

一番感動体験になり、成功も失敗も興味を

伸ばしていくことにつながる」と確信していま

す。 

 

ママが土木技術を伝える理由は？ 

 

 

『ドボジョママに聞く土木の世界』シリーズ

10冊は、女性の土木技術者「ドボジョママ」

が身近な建築物を子どもたちと探検したり

実験したりする物語です。 

橋やトンネル、線路の仕組み、空港や地

下鉄が出来る過程、点検や修理など探検し

ます。 



星の環会編集者、栗山佑子さんは、見や

すく親近感のもてるイラストと、会話形式の

文章で専門知識を覗きたくなるよう工夫した

そうです。「知りたい気持ちを優しく受け止め

てくれる話し言葉で、専門用語が使えます

から」。 

 

子どもに届けるため必要な大人の役割 

 

しかし、科学の本を子どもに読んでもらう

のは、簡単なことではありません。 

野本さんによれば、教員からは「探究活

動（自由研究）の進め方がよくわかる」「こう

いう本は必要だけど今までなかった」「若い

先生に読んでもらいたい」と好意的な感想

がある一方で、図書館関係者からは「自由

研究はいろいろな実験観察を取り上げてい

る本が売れ筋」「仮説を立ててから実験・観

察させることは小学生に難しい」など、編集

者の意図とは別の意見が聞かれ、思うよう

に販売が進まない現実だそうです。 

読みやすいとはいえ、子どもに届かなけ

れば伝わりません。先生や親など身近な大

人がこうした本を図書館などで手に取り、子

どもの前で話題にして、共に楽しみ学ぶ姿

勢が必要でしょう。 

朝永博士の言葉を借りると、科学の本は、

子どもに芽生えた「科学の芽」を育て、茎を

伸ばし、花を咲かせるための水や栄養にあ

たるのではないでしょうか。身近な大人が、

子どものちょうど良い時に興味関心のタネを

蒔き、適切な言葉かけをしながら寄り添い

見守ることの大切さも、これらの本は教えて

くれます。 
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